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 あなたの病気の治療には抗がん剤による多剤併用化学療法がもっとも適しているとされ

ています。本試験の治療は２つの選択肢を用いて治療を行います。ひとつ目の治療方法は、

現在、標準的治療のひとつとして用いられているパクリタキセルとカルボプラチン併用療

法を行います。当院ではすでに臨床試験を実施し、有効性と安全性を確認しています。ま

た、もうひとつの治療方法は、肺癌の組織型のひとつである非扁平上皮癌に対して生存期

間を有意に延長したという報告がされている新規抗癌剤のペメトレキセドという薬剤と、

カルボプラチンとの併用療法を行います。 

また、今回上記の２つの治療方法にそれぞれ維持療法としてペメトレキセドを続けて投

与する治療を行います。維持療法を行う理由として、ペメトレキセドを維持療法として実

施することにより維持療法を行わない群と比べ、無再発生存期間を大きく改善したという

報告があります。 

しかしながら、いまだ少数の患者さまでしか治療経験がない上に、これまでの標準的治

療法と直接比較した臨床試験が行われていないため、どちらの治療法が本当に優れている

のかは明らかではありません。 

 この試験の目的は化学療法未治療進行非小細胞肺癌非扁平上皮癌患者さんに対し標準的

治療と考えられる治療薬を用いた治療法と、新しい投与方法を用いた治療法の間で有効性

と安全性を比較検討し、将来のより良い治療法を選択することにあります。 

 

化学療法未治療進行非小細胞肺癌非扁平上皮癌患者に対する 

Pemetrexed＋Carboplatin 併用療法（＋Pemetrexed 維持療法）  

対  

Paclitaxel ＋Carboplatin 併用療法（＋Pemetrexed 維持療法）における 

無作為化比較第Ⅱ相試験 

   

 

 

 

 


